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令
和
二
年
は
、花
蹊
先
生

生
誕
一
八
〇
周
年
の
年
に
あ

た
り
ま
す
。

来
年
の
干
支
は
庚
子
で
す
が
、
花
蹊
先

生
も
同
じ
庚
子
、天
保
十
一（
一
八
四
〇
）年
四
月
九
日
、摂

津
国
西
成
郡
木
津
村（
現
大
阪
市
浪
速
区
・
西
成
区
）に

お
い
て
、
父
重
敬
、
母
幾
野
の
次
女
と
し
て
生
を
受
け
、

大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
一
月
十
日
、
八
十
七
歳
で
そ
の

生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。祖
と
す
る
迹
見
赤
檮
（
と
み

の
い
ち
い
）は
聖
徳
太
子
に
仕
え
た
三
将
軍
の一
人
で
す
。

　

皆
様
、
ご
健
勝
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。令
和
元

年
と
い
う
記
念
す
べ

き
佳
き
年
に
、
桃
李

の
会
は
七
十
周
年
記

念
同
窓
会
を
開
く
こ

と
が
出
来
、
二
重
の

喜
び
に
浸
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
当
日
は
、
山
崎
一
頴
理
事
長
先
生
は
じ
め

ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
、
つ
つ
が
な
く
開
催
の
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。遠
方
か
ら
の
卒
業
生
は
ア
メ
リ
カ
、

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
ま
た
沖
縄
か
ら
と
総
勢
二
百
五
十
名

を
越
え
る
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

の
鳳
凰
の
間
。私
達
は
二
年
以
上
前
か
ら
こ
の
日
の
た
め

の
計
画
を
練
り
始
め
ま
し
た
。そ
し
て
当
日
を
迎
え
、
皆

様
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
や
、お
し
ゃ
べ
り
を
耳
に
し
て
、

皆
様
か
ら
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
は
二
世
代
に
亘
っ
た
母
娘
の
二
組
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
七
十
年
の
歳
月
の
重
さ
を

感
じ
る
次
第
で
し
た
。福
引
に
は
年
齢
を
忘
れ
一
喜
一
憂
し
、

又
紫
音
会
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
に
耳
を

傾
け
学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、全
員
で
の
校
歌
合
唱
と

時
間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
お
開
き
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。皆
様
の
元
気
な
笑
顔
を
お
見
送
り
し
、
次
に
進
む
力

を
与
え
ら
れ
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

生
誕
一
八
〇
年

幹
事
長
挨
拶

幹
事
長
　
萬
葉 

洋
子

か
の
え
ね

東
海
支
部
会
様
よ
り

紫
音
会
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
様
よ
り

関
西
支
部
会
様
よ
り

（
株
）フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
様
よ
り

氷パフォーマンス

後列左より 後援会会長 見米孝尚様　　常務理事 布留谷正幸様　　幹事長 萬葉洋子　　校友会会長 山下陽枝様
 一紫会幹事長 羽吹綾子様　　泉会幹事長 松浦仁子様
前列左より 常務理事 小林功様　　理事長 山崎一穎様　　常務理事 山田徹雄先生
 名誉教授 大塚博先生　　名誉教授 道本千衣子先生
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3・7・9期

７期6期 8期

ホテルニューオータニにて

記念同窓会

11期 12・13期11期

14・20期 15・24期14期

16期 17期16期

ホテルニューオータニ様より
校友会会長 山下陽枝様
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跡見校友会

桃李の会 70周年

34・35・38・43期 39期31・32・33期

19・46期18期

21期 22・23期

25期 25・26・27期23期

21期

ホステリング 25期 マンドリンクラブ48期
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11
生
A　

甲
斐　

雅
子

加
藤　

幸
子

島
崎　

澄
子

中
西　

佳
代

　

令
和
元
年
七
月

十
三
日
（
土
）
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
に
て
、
桃
李
の

会
七
十
周
年
記
念

同
窓
会
の
あ
と
、

同
ホ
テ
ル
「
カ
ト

ー
ズ
ダ
イ
ニ
ン
グ

＆
バ
ー
」
で
、
二
年

振
り
の
ク
ラ
ス
会

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

遠
く
は
福
岡
、

大
分
、
静
岡
よ
り

Ａ
組
十
七
名
と
Ｂ

組
二
名
の
方
も
ご

一
緒
い
た
し
ま
し
た
。

　

家
族
、健
康
、趣

味
、
介
護
と
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
、卒
業
後
五
十
七
年
間
の
月
日
も
一
瞬
に
し
て
あ
の

若
く
輝
か
し
い
短
大
時
代
に
戻
り
、
青
春
の
ひ
と
コ
マ
を

共
有
し
た
友
と
の
談
笑
は
、
懐
か
し
く
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
幹
事
さ
ん
を
、五
十
嵐
さ
ん
、平
賀
さ
ん
、穐
吉

さ
ん
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。鎌
倉
で
開
催
予

定
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
互
い
に
年
と
と
も
に
衰
え
を
感
じ
る
日
々
で
す
が
、

元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
し
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
〔     

〕

同
日

開
催

十
一
生
A
ク
ラ
ス
会

福引き

幹事長・副幹事長

山崎理事長 山下校友会会長

司会・副幹事長　唐木フク 副幹事長　田中恵美子 チーム70

厳しい暑さの中、北は北海道、
南は沖縄、遠くアメリカからも!!
年齢も41才から86才まで、総勢
250名の同窓生が集い、大盛会
でした。

集 い の

ひとこま
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東
海
支
部鳥

居　

久
仁
子
・
堀　

さ
な
え

　

第
四
十
六
回
支
部
会
は
、
五
年
ぶ
り
に
名

古
屋
で
開
催
し
ま
し
た
。
山
崎
理
事
長
、
大

塚
先
生
、
萬
葉
幹
事
長
は
じ
め
常
任
幹
事
の

方
々
を
お
迎
え
し
出
席
者
は
二
十
七
名
。
近

年
と
み
に
、

名
古
屋
駅

周
辺
の
開

発
が
進
み
、

超
高
層
ビ

ル
が
林
立

す
る
中
、

眺
望
の
良

い
18
階
「
梨

杏
」
に

て

宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

理
事
長
、

大
塚
先
生
、

幹
事
長
ご

挨
拶
の
中
、

大
塚
先
生

他
、
二
名
の

共
著「
跡
見
花
蹊
―
女
子
教
育
の
先
駆
者
」の

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。花
蹊
先
生
の
生
涯

と
共
に
、
跡
見
の
歴
史
を
身
近
か
に
感
じ
る

良
い
機
会
と
思
い
ま
す
。そ
の
後
、
ヤ
マ
ザ
キ

マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
（
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
創

業
者
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
へ
。展
示
の
中
で
、
き

わ
だ
っ
て
い
た
の
が
、
木
製
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

家
具
。エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
作
品
で
、
木
の
表

面
に
象
嵌
の
技
法
で
花
や
植
物
を
繊
細
に
描

い
て
い
ま
す
。感
動
の
余
韻
を
胸
に
、来
年
は
、

「
岐
阜
の
鵜
飼
を
楽
し
み
に
」
と
次
の
幹
事
さ

ん
の
声
が
き
こ
え
て
ま
し
た
。

関
西
支
部

7
生　

岡
崎　

靖　

子

14
家　

佐
藤　

富
美
子

12
生　

門
脇　

澄　

江

　

平
成
最
後
桃
李
の
会
関
西
支
部
同
窓
会
、

青
空
に
鰯
雲
が
う
か
ぶ
良
い
天
気
に
な
り
、

京
都
三
十
三
間
堂
近
く
の
法
住
寺
に
山
崎

理
事
長
、
大
塚
先
生
、
萬
葉
幹
事
長
、
常
任

幹
事
様
、東
海
支
部
の
各
々
に
お
あ
つ
ま
り

頂
き
ま
し
た
。こ
の
寺
は
、
後
白
河
上
皇
が

御
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
所
で
三
十
三

間
堂（
一
千
一
体
の
十
一
面
千
手
観
音
を
安

置
す
る
お
堂
）も
こ
の
寺
の
御
堂
で
あ
っ
た

広
大
な
敷
地
を
も
つ
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

寺
の
住
職
が
寺
の
説
明
、御
本
尊
の
不
動
明

王
を
み
せ
て
頂
き
、秘
仏
の
御
像
の
前
で
今

様（
平
安
時
代
に
う
た
わ
れ
た
七
五
調
四
句

の
は
や
り
う
た
）を
住
職
が
う
た
い
、
そ
の

後
、白
拍
子
の
方
が
長
い
絹
袴
と
頭
に
え
ぼ

し
を
つ
け
、腰
に
小
刀
を
つ
け
今
様
を
う
た

い
な
が
ら
舞
う
姿
は
、
優
美
、
優
雅
、
又
袴

の
絹
ず
れ
の
キ
ュ
、キ
ュ
と
い
う
音
が
耳
に

残
り
ま
し
た
。素
朴
な
精
進
料
理
、
抹
茶
を

頂
き
、
隣
の
天
皇
陵
に
お
ま
い
り
し
、
次
に

血
天
井
で
有

名
な
養
源
院

に
ゆ
き
、
俵

屋
宗
達
の
白

象
図
杉
戸
絵

を
覧
賞
し
又

血
天
井
の
由

来
、
う
ぐ
い

す
張
り
の
廊

下
を
歩
き
、

古
都
の
秋
を

楽
し
み
ま
し

た
。そ
の
後

有
志
で
三
十

三
間
堂
を
見

学
に
ゆ
き
散

会
致
し
ま
し

た
。

紫
音
会
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

常
任
幹
事

支
部
会
だ
よ
り

70周年記念
同窓会オリジナル小銭入れ
70周年記念
同窓会オリジナル小銭入れ

価格 2,200 円（税・送料込み）
サイズ 横10cm × 縦8cm

注意 ★口座名は略さずに正確に書いてください。
　　 ★振込用紙には、校友会番号（または卒業期、科、クラス、氏名（旧姓））、
　　　 生年月日、住所、電話番号を忘れず記入してください。

申込方法： 郵便局で備えつけの用紙を使用して
　　　　  下記振替口座にお振込みください。
口座番号： 00100-0-77323　　口座名: 跡見校友会桃李の会

先 着
50名様
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令
和
元
年
五
月
十
一
日（
土
） 

 

於
：
法
人
棟
四
階 

会
議
室

一
、総
会
開
会

一
、幹
事
長
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
葉　

洋
子

一
、議
長
選
出

一
、議
事

（
一
）　

平
成
三
十
年
度
活
動
報
告

・
五
月
十
二
日（
土
）　

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

・
五
月
二
四
日（
木
）　

46
回
東
海
支
部
会 

於
名
古
屋
市

・
六
月
二
三
日（
土
）　

校
友
会
本
部
総
会

・
十
月
三
一
日（
水
）　
「
お
と
ず
れ 
四
五
号
」発
行

・
十
一
月
八
日（
木
）　

関
西
支
部
会　

於
京
都
市

・ 

常
任
幹
事
会　

五
月
、七
月
、九
月
、十
一
月
、一
月
、三
月

・
当
番　

毎
週
火
曜
日

・
そ
の
他
、名
簿
整
理
等
々
の
為
、月
数
回
活
動

（
二
）　

平
成
三
十
年
度
決
算
報
告

（
三
）　

会
計
監
査
報
告

（
四
）　

令
和
元
年
度
活
動
予
定

・
五
月
十
一
日（
土
）　

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

・
五
月
二
九
日（
水
）〜
三
十
日（
木
）　

47
回
東
海
支
部
会

於
岐
阜
市

・
六
月
十
五
日（
土
）　

校
友
会
本
部
総
会

・
七
月
十
三
日（
土
）　

七
十
周
年
記
念
同
窓
会

・
十
一
月　

47
回
関
西
支
部
会

・
十
二
月　
「
お
と
ず
れ
」
四
六
号
七
十
周
年
記
念

同
窓
会
特
集
号
発
行
予
定

・ 

常
任
幹
事
会　
五
月
、七
月
、九
月
、十
一
月
、一
月
、三
月

・
当
番　

毎
週
火
曜
日

（
五
）　

令
和
元
年
度
予
算
案
審
議

（
六
）　

そ
の
他 

「
桃
李
の
会
創
立
七
十
周
年
記
念
同
窓
会
」
の
開

催
予
定
に
つ
い
て

一
、総
会
閉
会

桃
李
の
会

令
和
元
年
度

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

桃
李
の
会

令
和
元
年
度

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

編集後記

訃
報

短大　卒業期　科　クラス　出席番号
１ . A
２ . B
３ . C
４ . D

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩

１ . 文科（国文）
２ . 文科（英文）
４ . 家政科
７ . 生活芸術科

科
ク
ラ
ス

校友会番号にはこのような意味があります。
例：56期卒業　家政科A　跡見花子の場合　　

　 〈住所変更届〉
●校友会番号
   （封筒宛名の下部に記載）
●卒業期・生年月日
●科・クラス
●氏名及び旧姓
●郵便番号・新住所
●電話番号

会室当番

跡 見 校 友 会 桃 李 の 会
〒112-8629
東京都文京区大塚1-5-9
TEL  : 03(3941)2742
FAX : 03(3941)2587
E-mail : tohri-kai@atomi.ac.jp

〒112-8629
文京区大塚 1－5－9
　　　　　　 跡見　花子　様
（　　　　　  ：5641001）

料金別納
郵便

卒業期　科　クラス　出席番号
１ . A
２ . B
３ . C
４ . D

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩

１ . 文科（国文）
２ . 文科（英文）
４ . 家政科
７ . 生活芸術科

科
ク
ラ
ス

住所変更お忘れなく！!住所変更お忘れなく！!
住所、名前など変更があった方は、必ず次の要領で届け出をしてくださ
い。届け出がないと、桃李の会及び学園からの郵便物が届きません。

以上を必ず葉書またはFAXでお知らせください。

年末、年始、夏休みを除いた火曜日（午前10時30分～午後3時）に
当番が詰めております。

項 目 予 算 決 算 増 減 備考
預金払い戻し
利 子 収 入
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
合 計

項 目 令和元年度予算 平成31年度予算 備考
預金払い戻し
利 子 収 入
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
合 計

項 目 予 算 決 算 増 減 備考
会報（おとずれ）
通 信 費
会 議 費
渉 外 費
交 際 費
事 務 費
消 耗 品 費
備 品 費
交 通 費
雑 費
校友会本部納金
支 部 助 成 金
行 事 費
70周年記念同窓会費用
予 備 費
合 計

項 目 備 考
会報（おとずれ）
通 信 費
会 議 費
渉 外 費
交 際 費
事 務 費
消 耗 品 費
備 品 費
交 通 費
雑 費
校友会本部納金
支 部 助 成 金
行 事 費
70周年記念同窓会費用
予 備 費
合 計

予算対比収支内訳表  
（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）

令和元年度予算  
（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

■平成30年度 決　算（収入の部）  

■平成30年度 決　算（支出の部）  

■令和元年度 予　算（収入の部）  

■令和元年度 予　算（支出の部）  

次年度繰越金　5,783,541－5,452,238＝331,303

上記の通り相違ありません  平成31年4月16日　　監査 岩倉利枝 印大関正子 印

単位：円

単位：円

単位：円

単位：円

6,000,000
10,000
1,000
2,000
85,809

6,098,809

5,689,172
5,700

0
2,860
85,809

5,783,541

-310,828
-4,300
-1,000
860
0

-315,268

2,700,000
150,000
500,000
200,000
150,000
20,000
100,000
250,000
800,000
100,000
50,000
200,000
200,000

0
678,809
6,098,809

2,564,278
159,641
384,331
146,562
55,876
19,409
108,794
224,640
824,416

0
50,000
154,770
558,521

0
201,000
5,452,238

135,722
-9,641
115,669
53,438
94,124
591

-8,794
25,360
-24,416
100,000

0
45,230
-358,521

0
477,809
646,571

9,000,000
5,000
1,000
2,000

331,303
9,339,303

6,000,000
10,000
1,000
2,000
85,809

6,098,809

2,700,000
160,000
500,000
200,000
100,000
20,000
100,000
250,000
900,000
50,000
50,000
200,000
100,000
3,500,000
509,303
9,339,303

2,700,000
150,000
500,000
200,000
150,000
20,000
100,000
250,000
800,000
100,000
50,000
200,000
200,000

0
678,809
6,098,809

専
家 

瀬
田　
君
子 

平
成
28
年
11
月

３
家 

朝
比
奈　
憲
子 

平
成
30
年
６
月

４
家 

大
久
保　
容
子 

平
成
30
年
12
月

５
家 

梅
原　
敏
枝 

平
成
31
年
２
月

６
生 

髙
崎　
幸
子 

平
成
31
年
４
月

７
生 

杉
戸　
寛
子 

平
成
30
年
12
月

８
文 

松
崎　
澪
子 

平
成
30
年
５
月

11
家 

工
藤　
康
子 

平
成
30
年
11
月

12
生 

小
貫　
良
子 

平
成
28
年
11
月

13
文 

伊
藤　
弘
子 

平
成
29
年
３
月

13
文 

早
川　
博
代 

平
成
30
年
３
月

25
生 

細
谷　
真
理 

不　
　
　
　
明

（
敬
称
略
）　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
会
だ
よ
り
・ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
・イ
ベ
ン
ト

の
お
知
ら
せ
は
、次
号
に
掲
載
致
し
ま
す
。

お知らせ 　
現
在
、桃
李
の
会
で
活
動
し
て
い
る
支
部
会
は
五

月
中
旬
〜
下
旬
に
開
催
の「
東
海
支
部
会
」、十
一月

上
旬
〜
中
旬
に
開
催
の「
関
西
支
部
会
」で
す
。

　
こ
の
度
、一
紫
会（
女
子
大
学
校
友
会
）よ
り
提
案

が
あ
り
、山
崎
理
事
長
及
び
笠
原
女
子
大
学
々
長

が
ご
出
席
予
定
の
会
に
限
り
、桃
李
の
会
々
員
へ
参

加
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。全
国
に
十
支
部
会
が

あ
り
ま
す
。参
加
ご
希
望
の
方
は
桃
李
の
会
々
室
に

詳
細
を
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
七
十
周
年
記
念
同
窓
会
特
集
号
を
お
届

け
し
ま
す
。言
葉
は
時
代
と
共
に
、広
辞
苑

が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
新
た
に
生
ま
れ
、流

れ
て
い
き
ま
す
。

　
就
活
、婚
活
、妊
活
、保
活
、終
活
等
々
。人
の
一
生

は
、日
々
の
生
活
を
て
い
ね
い
に
紡
ぎ
な
が
ら
活
動

し
続
け
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
誌
面
か
ら
あ
ふ
れ
る
笑
顔
。記
念
同
窓
会
に
集
っ

た
皆
様
は
、「
活
き
活
き
」と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
人
生
が
、こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い「
活
」

で
あ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
…
。

担
当
　
高
橋・渡
辺・花
堂・原

令和元年度予算 平成31年度予算

支
部
会
へ
の
お
誘
い


